Deru et sortir : construction dynamique du sens et un espace topologique by 伊藤 達也
「出る」と Sortir
――トポロジー空間の召喚と構築的意味論――






























































































































































































































































































である１０。Petit Robertも sortirの第一義として“Aller hors d’un lieu, du dedans
au-dehors”（ある場所の外へ行くこと、内から外へ）と記している。以下が
典型的な例である。
(25) Paul est sorti de son bureau.（ポールは事務所から外へ出た）
(26) La faim fait sortir le loupdubois.（飢餓が狼を森から外へ連れ出した）
同時に日本語と同様、どこからどこへという場所を明示せず、単に「外
出する」「出る」という意味の場合もある。以下がその例である。
(27) Elle sort peu. （彼女はほとんど外出しない）
(28) Nous sortons tous les soirs. （我々は毎晩外出する）
(29) L’eau sort de la source. （水が泉から湧き出ている）
また sortirには他動詞用法もある。













de mon pays（自分の国を出て以来）、La sortie des élèves（生徒の（学校から
の）帰宅）、sortie pour prendre l’air（空気を吸うための外出（散歩））、La
















する」という意味であり、Petit Robertの第一の定義は、“Se mettre en







２．４．A partir de, au sortir de
Sortirと partirを含む、前置詞句にもそれぞれの構成要素の本質的意味に
基づく違いがある。Sortirを名詞として使用する前置詞句 au sortir deには
（１）「去り際に」（en quittant）Ex. au sortir de Bordeaux、（２）「終わりに」、「最
後に」（à la fin de）Ex. au sortir de l’hiver, au sortir de l’enfance,（３）「～を終え
て」à la sortie de, au sortir de la messeの意味があり、時間、空間表現ともに
使用できる。
他方、à partir deは「から」という意味であり、produrire l’électricité à par-
tir de la paille agricole「藁から電気を生産する」などが例である。この場合
も手段／方法を表しうる日本語の「から」と重なる。他の例、Gravure de
partraits à partir de photosは「写真から（アクセサリなどに）肖像画を彫刻
する」の意だが、この場合も à partir deと「から」が対応する。写真を起点
として出発して、別のものへという物質転換と目的指向が現れている。




(31) Spectacle Jeune Public à partir de 3 ans.
(32) Location de voiture à partir de 30 euros.
この例で、à partir de 3 ans, à partir de 30 eurosという場合、文字通りには
「３歳から」、「３０ユーロから」を意味するが、この場合 à partir deが表すの







る。Au sortir du théâtre（劇場の出口で）では、劇場という閉じられた空間の

























１ 理論的枠組については、Franckel (2003)、Oguma (2006)、Franckel & Paillard
(2003)等を参照。
２ 現代語の「出る」は語源的には古語の文語「いづる」から派生した。
３ 「召還（convocation）」は B. Victorriの概念で、ある特定の語彙が周辺にコテ
クスト（co-texte）を召還するという考え方に基づく。語彙は召還されたコテ
クストの中で意味論的実体を「喚起（évocation）」し意味を構築すると考え






６ 走査の定義としては以下がある。Parcours (operation de) (Scanning operation) :
Opération de détermination sur une classe, un ensemble ou un domaine notionnel con-
sistant, pour l’énonciateur, à envisager successivement tous les éléments sans enchoisir




発話主体による限定操作」。Groussier M. L. & C. Rivière (1996)は英語の any,
whoever, whatever, wherever, whenever, howeverの中にある-ever、または否定の
neverおよびフランス語の tout, n’importequi, jamaisなどを走査のマーカーとし
て挙げる。Culioli自身は疑問表現を例として挙げることが多い（cf.Culioli
(1985) (1990) (1995)）。走査には、要素の検討の仕方に応じて、二種類ある。
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